
　

日

本

生

産

性

本

部

は

�

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

�

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

、

ダ

イ

ヤ

精

機

代

表

取

締

役

の

諏

訪

貴

子

氏

が

同

社

に

お

け

る

社

内

改

革

や

人

材

育

成

に

つ

い

て

講

演

し

た

。

　

ダ

イ

ヤ

精

機

は

東

京

・

大

田

区

に

本

社

が

あ

る

従

業

員

�

人

の

中

小

企

業

で

、

自

動

車

関

連

の

精

密

金

属

加

工

（

ゲ

ー

ジ

製

作

、

治

具

・

治

工

具

、

型

部

品

）

を

得

意

と

し

て

い

る

。

　

諏

訪

氏

は

、

創

業

者

で

あ

る

父

の

依

頼

で

同

社

に

２

度

入

社

す

る

が

、

経

営

方

針

の

違

い

か

ら

２

度

と

も

辞

め

さ

せ

ら

れ

た

。

２

０

０

４

年

に

父

の

急

逝

に

伴

い

、

専

業

主

婦

か

ら

２

代

目

社

長

に

就

任

し

、

様

々

な

改

革

を

行

っ

た

。

そ

の

模

様

は

書

籍

『

町

工

場

の

娘

』

な

ど

に

ま

と

め

ら

れ

、

テ

レ

ビ

ド

ラ

マ

化

も

さ

れ

た

。

　

社

長

就

任

後

は

、

３

年

間

の

改

革

に

着

手

し

た

。

メ

ー

カ

ー

勤

務

時

に

培

っ

た

「

５

ゲ

ン

主

義

」

（

現

場

、

現

物

、

現

実

、

原

理

、

原

則

）

の

考

え

方

に

基

づ

き

、

あ

い

さ

つ

の

励

行

や

２

Ｓ

（

整

理

・

整

頓

）

の

徹

底

な

ど

を

通

じ

て

、

社

員

の

意

識

改

革

を

図

っ

た

。

組

織

も

、

ト

ッ

プ

ダ

ウ

ン

の

組

織

か

ら

、

従

業

員

の

意

見

を

集

め

る

「

意

見

集

約

型

」

の

ボ

ト

ム

ア

ッ

プ

の

組

織

に

変

え

た

。

老

朽

化

し

た

設

備

を

更

新

し

、

新

し

い

生

産

管

理

シ

ス

テ

ム

も

導

入

し

た

。

若

手

社

員

へ

の

技

能

継

承

の

仕

組

み

も

作

っ

た

。

　

諏

訪

氏

は

、

「

多

品

種

少

量

生

産

の

小

さ

な

町

工

場

で

は

、

限

ら

れ

た

人

、

も

の

、

金

で

色

々

な

も

の

を

作

り

出

さ

な

い

と

い

け

な

い

。

そ

の

た

め

に

は

人

間

の

知

恵

が

重

要

だ

。

問

題

が

起

こ

っ

た

ら

と

に

か

く

集

ま

っ

て

知

恵

を

出

し

合

っ

て

問

題

を

解

決

し

て

い

る

。

あ

る

程

度

の

問

題

は

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

で

解

決

で

き

る

。

若

手

に

も

『

２

人

以

上

で

話

し

て

い

た

ら

そ

の

輪

の

中

に

入

り

な

さ

い

。

そ

こ

に

解

決

の

た

め

の

知

識

や

情

報

が

あ

る

は

ず

だ

』

と

言

っ

て

い

る

」

と

述

べ

、

知

恵

を

出

し

合

う

こ

と

の

重

要

性

を

強

調

し

た

。

　

入

社

後

の

人

材

育

成

に

つ

い

て

は

、

「

若

手

生

活

相

談

係

」

を

決

め

、

１

週

間

の

机

上

教

育

や

、

社

長

と

の

１

カ

月

間

の

交

換

日

記

で

、

入

社

し

た

社

員

の

不

安

の

解

消

に

努

め

て

い

る

。

そ

の

後

、

様

々

な

機

械

を

操

作

さ

せ

、

様

々

な

部

署

を

経

験

さ

せ

る

。

成

功

体

験

に

よ

っ

て

自

信

を

つ

け

さ

せ

た

後

は

、

そ

の

人

に

し

か

で

き

な

い

技

術

を

担

当

さ

せ

、

本

人

の

自

立

や

責

任

感

の

醸

成

を

促

し

て

い

る

。

　

人

材

の

確

保

で

は

、

「

経

験

者

の

み

」

に

限

定

し

て

い

た

求

人

を

「

未

経

験

者

可

」

と

し

た

。

入

社

後

に

円

滑

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

図

れ

る

よ

う

に

、

幅

広

い

年

齢

層

と

の

接

客

経

験

の

あ

る

サ

ー

ビ

ス

業

出

身

の

未

経

験

者

を

多

く

採

用

し

て

い

る

。

定

期

的

に

採

用

を

行

っ

て

き

た

結

果

、

社

内

に

は

入

社

２

年

目

か

ら

�

年

目

ま

で

の

社

員

が

い

て

、

定

着

率

は

非

常

に

高

い

と

い

う

。

　

中

小

企

業

の

経

営

者

の

役

割

に

つ

い

て

は

、

「

目

的

を

示

す

こ

と

」

「

方

向

性

を

示

す

こ

と

」

「

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

上

げ

る

仕

組

み

を

つ

く

る

こ

と

」

の

三

つ

に

こ

の

�

年

間

、

取

り

組

ん

で

き

た

と

述

べ

た

。


